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雲井龍雄顕彰会 会員の皆様 

お知らせとお詫び 

 コロナウィルスはこれまで経験したことのない多大な影響を社会生活に及ぼしています。そ

の収束も未だ見えずに、新しい生活様式を私達に強制しています。顕彰会の活動も変更を余儀な

くせざるを得ない状況となりました。会員の皆様には、2021 年銅像建立のスケジュールをお伝

えしていましたが、延期いたします。2 年先延ばしとし、2023 年完成と改めて目標をたてまし

た。ご理解ください。そんな中でも、銅像の具体的な姿図の完成や、設置場所の確定など、可能

な事柄は進めてまいります。 
 近年は東日本大震災を初め百年に一度やら数十年に一度などの災害が多発しております。人

間はその都度生きるすべを考え未来に向けて歩き出すものです。もうすぐ明日が見えてくると

信じ頑張りましょう。 
 さて、皆様方の銅像建立に対する寄付は 6 月末で約 300 万円となっております。心より感謝

いたします。これからは従前の寄付に加えクラウドファンディングなどを行いながら目標達成

のため頑張りたいと思います。 
 
 NPO 法人雲井龍雄顕彰会の昨年度の活動状況をお知らせします。 

① 雲井龍雄シンポジウム開催しました 

昨年の 5 月に当会初めてのイベントを開催しました。約 80 人の方が

参加され、4 人の講師の方々から雲井龍雄とその時代のことが紹介され

非常に意義深い会となりました。また、多数のマスコミに取り上げてい

ただき反響を得ることができました。 
 

今年も第 2 回のシンポジウムを企画していましたが、コロナウィルスの

収束が見込めないため中止しました。落ち着きましたら再度開催予定で

す。期日はまだ未定ですが、決定次第お知らせしますのでご期待下さい。 
 

 

② 仙台の小関様より龍雄自筆の扁額を寄贈して頂きました 

シンポジウムのマスコミ報道で当会を知り小関家家

宝とされていた龍雄直筆の書を頂きました。 
この書は第二次世界大戦の際、何があってもこれを持ち

出せと言われたほどの物でした。その後鑑定により雲井

龍雄直筆の書と認定されました。小関様に深く感謝しま

す。 
尚、寄贈頂きました扁額は龍雄の墓があります「常安

寺」に展示させていただいております。 



 

 

 
甁（かめ）に生けられた梅（女性を梅に例えた詩） 
 

両の目から流れた涙はその跡を残して夜明けまでまだ乾かない 
燃え尽きかけた灯の影の中でさびしげに何かにもたれかかっている 
あわれあなたはあでやかで美しい顔を持っているのに 
金持ちに嫁がず庶民の嫁になるとは 
 
紅白粉（べにおしろい）でことさら美しさを飾らず 
薄化粧でさわやかにカーテンの前に立つ 
欲望の無さはかえって多欲な美に勝る 
目を見張り心はかきたてられるがまた漠然と静かなことだ 
 

雲井龍雄詩集「瓶梅」十篇の四及び二（十篇の七言絶句）より 
 
 
 
「討薩の檄」のような檄文とは全く異なる甘美な情緒的漢詩も残しているところに、龍雄の

人間性の魅力の広さを感じさせます。寄贈頂きました扁額と全く同じものが米沢市上杉博物館

に米沢市内の方より寄贈されていました。短い人生の激動の年月の中で、どのような状況で、

なんの目的で、作られたものなのか知りたいものです。 
詩人として多くの漢詩を残していますが、現代では漢詩は高校の授業で習う程度で、実生活

には縁遠いものです。その素晴らしさを理解するにはハードルが非常に高くなってしまいまし

た。詩吟の世界では今も雲井の詩が吟じられているようですが、耳にしたり、目にしたりする

機会は殆どありません。しかし、インターネットが誰でも使える時代になりネットの世界に雲

井の漢詩、詩吟を鑑賞できるようになりました。ユーチューブで検索してみてください。 
 



 
 

③ 藤沢周平文学愛好会との交流会を開きました 

令和 2 年 2 月鶴岡の藤沢周平記念館で「藤沢

周平と米沢」というイベントがあり、「雲奔る」

の縁で地元鶴岡の「藤沢周平文学愛好会」の方々

と交流しました。「どんがら汁」を頂きながら藤

沢周平の教え子でもある会長の話を聞いたり、藤

沢文学や雲井について語り合いました。 
 

 藤沢文学には実在した人物の作品は少ないと

思いますが、その中でも無名に近い雲井龍雄を取り上げたのには、作者に強い思い入れがあ

ったのではないでしょうか。 
 

④ 南会津との交流会を開きました 

令和 2 年 3 月に福島南会津の方々と交流会を行いました。

当地区には雲井の足跡が多く、彼の日記にも記されています。

特筆すべきはこの地域では「会津のために戦った英雄」と崇

められていることです。今迄米沢では奥羽越列藩同盟の中心

であった米沢藩が、いち早く離脱し会津に応援を出せなかっ

たことから会津に対し引け目を感じていた方が大多数と思

われていました。多くの会津の人たちもそのように思ってい

ますが、雲井龍雄だけは違いました。南会津だけでなく会津でも英雄視して

いる方が非常に多いことに驚きました。それは新しい日本を作るため命を

懸けて戦った姿に共鳴したのでしょう。 
 
南会津町役場振興課の湯田さんより連絡を頂戴しました。会津戊辰戦争

の年、龍雄は南会津湯ノ花温泉を拠点として会津街道、沼田街道における薩

長軍の動向を探っていました。その足跡が「瘴癘紀行」（しょうれいきこう）

として残っており、その時の活動痕跡があるとのことでした。写真は龍雄が逗留した温泉宿

（現在は民宿「ふじや」として営業されてます）に残る直筆と伝えられる掛け軸です。 

 
湯の花温泉には雲井龍雄の悲恋の話が残っていました。南会津町の観光パンフレットにも掲載

されていました。時代背景として会津戊辰戦争の頃かと思われますが、命を賭けて走り続ける

日々の中のロマンスに人としての生きた証が感じられます。 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 私達、「雲井龍雄顕彰会」は銅像を建立する事と龍雄と彼

の生きた時代を顕彰する事を目的とした会です。この 1 年皆

さんのご協力により活動することができました。新しい発見

が沢山ありました。これからも「未来のため」活動していき

ますのでご協力お願いいたします。 
 
 年会費振込用紙同封します。本年度分ご協力お願いいたし

ます。すでに払込頂いた方には、活動に賛同していただける

方をご紹介ください。 
 顕彰会への問い合わせや、雲井龍雄に関しての情報お持ち

の方は下記メールまでお願いします。 
NPO 法人雲井龍雄顕彰会 事務局 

佐藤  
tbeeline913@gmail.com 

 
今年はコロナのために、全てにおいて自粛が求められ、不本意ながら活動休止に追い込まれて

しまいました。それでも雲井の菩提寺である常安寺境内に銅像建立を決め、その位置を検討して

います。近いうちにお知らせします。 
雲井龍雄という人物を現代にもっと身近に感じてもらうために、キャラクターイラストを作

成しました。武力ではなく鋭い弁舌で「義」を説くイメージです。 
 
コロナに負けないように、元気づけるた

めに戦う雲井龍雄に登場してもらいます。 
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